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　　『ゴーラクナート語録』研究
「パド：ラーグ・ラーマグリー」（1 －10）の
　　　　　　本文と和訳
はじめに
橋　本　泰
（17）
一几
　本稿は『:栗洋学論叢』第35号の拙稿に引き続いて, PItambaradatta
Barathvala, Gorakha-Bani, Prayaga: ffindl Sahitya Sammelana, 2017
（＝1960, tritiyasamskarana）［prathama samskarana 1942］所収の，
ゴーラクナートによる教説の詠歌パド（pada）の本文を提示しその和
訳を行う。この詠歌パドは，音楽の旋律ラーグ（raga）の名の下に次
のように分類されている。
　raga-ramagri : 1 -32篇，raga-asavari : 33-48篇, raga-ramagari : 49-
60篇，arati : 61-62篇。
　本稿では，紙幅の都合によりこのうち, raga-ramagri : 1 -10篇を扱
う。なお，前号と同様に，訳文中の（　）は筆者の言い換え，〔　〕内
は筆者による補足を, ＊は筆者の訳注を示す。
　本文と和訳
pada
　(raga-ramagri)
can pahara alangana nindra samsara ]aibisiyabahi /
ubhi bamha gorasanatha pukarai mula ma harau mhara bhai / teka /
　〔夜の〕四更（午後６時から朝６時）のあいだ抱擁と睡眠して，
　　　　　　　　　　　　　　　　－178－
（18）
　　世界は〔感官の〕対象に流される。
両腕を高く上げてゴーラクナートは叫んで説く，
　　根本を失うな，わが兄弟よ。（繰り返し）＊
＊原著者は「根本」を，ハタヨーガが説く「精液」と解釈している。
amavasa pariva mana ghata sumnam sumnam te mangalavare /
bhanata guぶnata brahmana beda vicaraidasami dosa nibarai//
　　1 //
新月・朔月のとき心と身体は虚ろであり，
　　空虚となって火曜日〔の誓戒をなす〕。＊
　〔白半月の〕第10日目にブラーフマンはヴェーダを説き讃え，
　　考察するが，〔ヨーガ行者は身体の〕機垢を払う。
＊第１行の意味を原著者は，ヨーガ行者が虚空に心身を精神集中させ
　ることは，新月・朔月を祝うこと，すなわち彼らが修行を行わない
　ことを意味し，このことが「火曜日の誓戒（vrata）」でもあると，
　解釈している。
　　　－－　　　－　－●　●　　　－　－こ　こ　　ー　－－parava ananda bijasicanda pamcom leba pall /
athami caudasi brata ekadasi angi na laum ball //2 //
朔月に歓喜〔を覚え，白半月〕第２日目に月を見て，五〔知覚器官〕を
　　〔感官の対象から〕護るべし。
第８日目,第14日目,第11日目の誓戒で，乙女に触れるべからず。
　心　㎜　㎜　●　●心　　●＿　　〃●　●心●_●＿　　　　　●　　　㎜　　　　　㎜sammi samjhaim soiba manjhaim jagiba trsandhi denam pahara /
tmi pahara para doi ghata jaiba tiham chai kala ca hera // 3 //
眼前が黄昏で寝ても内面では起きていよ，
　　三更（９時間）は見張っておれ。
　〔夜の〕第三更（Ｏ時から３時）から二更か減れば，
　　そこにカーラ（死）神の使者〔がいる〕。
－177－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
　＿心　＿心　●　　　　●＝●　　　＝　　　　　＝　　●　　　　　＿　　＿心　＿心＿心bammam ange soiba jamaca bhogaba sange na pivanam pamnim /
imatau ajaramvara hoi machindra bolyau gorasa bamnim
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//4//　//1//
女性を抱いて寝ればヤマ神の供物〔となり〕，
　　〔女と〕ともに水を飲むべからず。
このように不老不死となれマッツェーンドラよ，
　　ゴーラク〔ナート〕は説いて話す。
chamtai tajau guru chamtai tajau tajaulobha moha maya /
atmam paracairasau gurudeva sundara kaya // teka //
分けて（触れずして）捨てよ，師よ，分けて捨てよ，
　　捨てよ，貪欲・愚痴・迷妄（マーヤー）を。
アートマンを悟れ，師よ，美しき身体を〔保て〕。（繰り返い
kamhim pava bhetila guru bidyanagra saim /
tathaim maim paila guru tumhara upadesaim //1 //
カーンバ・パーダにお会いした，師よ，
　　ヴィディヤー・ナガラ（明知の街）から〔やって来た〕。
あの人から私は，師よ，あなたに関する知らせを受けた。
etaim kachu kathila guru sarbai bhaila bholai /
sarba rasa soila guru baghamni cai solai // 2 //
この人が語ったことで，師よ，すべて明らかとなった。
　〔あなたは〕すべての〔不老不死の〕甘露を失った，
　　師よ，雌虎（マーヤー）に抱かれて。
nacata gorasanatha ghumghari cem ghataim /
sabaim kamai soi guru baghanim cai racaim //3 //
ゴーラクナート〔はいう〕，〔踊り子の〕足鈴の音に合わせて踊りながら。
すべて獲得したものを失った，師よ，雌虎の作り事によって。
rasakusa bahi gaila rahi gai choi /
－176－
（20）
bhanata machindranatha puta joga na hoi // 4 //
汁・髄が流れてしまって，滓が残った。
マッツェーンドラの息子（弟子）はいう，
　　〔これでは〕ヨーガはあり得ない。
rasakusa bahi gaila gaila saram /
badanta gorasanatha gura joga aparam //5 //
汁・髄が流れてしまって，本質が残った。
ゴーラクナート師は語る，〔これが〕無上のヨーガ。
adinatha nati machindranatha puta /
satapadi bhanimlai gorasa avadhuta // 6 // // 2 //
アーディナートの孫弟子，マッツェーンドラナートの弟子
六行詩で教え説く，遁世者ゴーラクは。＊
＊六行詩（satpadi）は，チャッパエ（chappay）とも呼ばれて教説・
　物語詩に多用された。その構造は，拍（matra）で計る韻律で，前
　半の４行はローラー（rola)韻律（６＋４×４＋２＝２４拍，最後の
　音節は長拍，休止は第11拍目）で，後半の２行はウッラーラー（uUa
　㈲韻律（第1 ･ 3脚が４×３＋３＝１５拍，第2 ･ 4脚が６＋４＋
　3 ＝13拍）でなっている。
sunaum ho machindra gorasa bolai agama gavamna kahum hela /
nirati kari naim nika sunijyau tumhe satagura main cela // teka //
聞け，マッツェーンドラナートよ，ゴーラクが説こう，来去はどこから
　　閑入してきたのか。
愛着もてば好く聞こえる，〔かつて〕あなたが正師で私か弟子〔だった
　　から〕。（繰り返い
ka忌mani bahata joga na hoi bhanga musa paralai keta /
jaham upajai taham phiri avatai cyantamani cita eta // 1 //
愛欲に流れればヨーガはあり得ず，なんと崩れてしまったことか。
　　　　　　　　　　　　　　－175－
生まれたところに再び戻る，如意宝〔の如き〕心という鹿は。＊
（21）
＊この行の後半句について，原著者はcyantamani （<cintamani）を
　cetavaniと読んで，「心を警戒しなければならない」の意味に解釈し
　ている。この場合，「心」は落ち着きのないものとして「鹿」という
　直喩が使われていると理解できるが，それに「如意宝」という修飾
　句がそぐわないように思われ，難解である。
dvadasa sorisatamnam nausata jiva Siva na basa /
caudaha brahmanda nau eka da忌ma haiima him jainirasa// 2 //
第12日目に沫浴し，第16日目に個我とシヴア神がいなくなる。＊
14のブラフマーンダ（全宇宙）にはたった一つの生命があり，ヤマ神は
　　絶望して立ち去る。
＊satainnamの意味が原著者も解説しておらず，また種々の辞典からも
　意味が推測付かず不明である。原著者はdvada§a soriを「日食」，
　nausataを「月」と解釈して，この１行を「日食から月を遠ざけよ，
　個我とブラフマンが一体となるように」と解釈している。
pavana ka nira le ambara dhovai svasaim usasai aya /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●bhanata gorasanatha ima hoi nirantara bijaim bataka samaya
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//3/// 3 //
清浄な水で衣を洗って，ほっと一息つけた。
ゴーラクナートは言う，このように常にあれば，種子に木が収まる。＊
＊「種子に木が収まる」は，現象世界が源泉の種子に還滅することと
　考えられる。
bolya gorasa ghara JoTye tatabujhai biralakoi mere gyamnim
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//teka //
家を訪ねてゴーラク〔ナート〕は語った，
　　この真実を稀なる人が理解する，私の知者よ。（繰り返い
　　　　　　　　　　　　　－174－
（22）
jojyau jojyau re jahumba bana jojyau tatta rasyaum tariyali/
asana indri jenai apa basi rasyam tenai paya
　　sarba nirantara mere gtamnim //1 //
おのおのの個我があるところに個我の集積〔がある〕，
　　三つからなる要素を護れ。＊
坐法と感官を自らの力で統御する者は，
　　常にすべてを獲得した，私の知者よ。
＊jojyauは原文のように，一語では辞書に記載がなく- joとjyauの二
　語に分けて解釈すると- joは関係代名形容詞- jyauはjiva （個我）
　の変形と理解できる。また, tariyaliはtri＋yali （vali < vala）と理
　解した。いずれにせよ難解であり，原著者は，一節を解釈していな
　し稲
mana mahaim tenaim tana taryam mana bisavasaim milanam /
mana maim kumbha kalasa rasa bhariya tenaim
　　manavaim alasalasaya mere gyamnim //2 //
心の中で身体を解放したら，心に信頼の念が得られた。
心の中の壷に甘露を満たしたら，心の中に不可視なるもの（真実在）を
　　見た，私の知者よ。
pai re ]01nai edva purisa padharya purisa nau parisapai /
　　●　●　●●　　●　　　　　＝　＝　　●　●心purisaimilipurisa rasa rasya purisaim
　　　purisanipaya mere gyamnim //3 //
しかし，おい〔兄弟よ〕，ひとつのプルシャを〔心に〕勧請した者は，
　　　プルシャの覚知を得た。
プルシャにプルシャを合わせて甘露（ブラフマンの歓喜）を味わった者
　　　は，プルシャによってプルシャを起こした，私の知者よ。
●●●　　　●　　　　　＿　　　　●心　＿　●　●●心　　　●　　＿　●●　㎜㎜jihi ghari canda sura nahim ugai tihim ghari hosi ujiyara /
tiham je asana purau tau sahaja ka bharau piyala mere gyamnim
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//4 //
　　　　　　　　　　　　　　　　　　-173-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
月，太陽が昇らない家に，光輝があれば。
そこで坐法を修すれば，サハジャ（倶生）〔の歓喜〕が器を満たす，私
　　の知者よ。
mana mamhila hira bidha so sodhmai Imam
　　so samnam so pivanam michindra /
　　＿　●心　●　＝prasadaim ]ati gorasa
　　　　　＝　●　　　　　　　　●＝●＝　　●心　　●　＝心　　　　　　＿心＿心bolya bimala rasa ]01 ]01 naim milanam mere gyamnim
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//5 //// 4 //
心の中に追い求めていた鹿が傷ついている，その〔鹿〕が食べ物であり
　　飲み物である，マッツェーンドラ〔ナート〕よ。
恩恵深く行者ゴーラク〔ナート〕は語った，無垢なる甘露をおのおのが
　　得られるのだ，私の知者よ。
gorasa jogi tola tolaibhiri bhiri badhilai ratana amolai // teka //
ヨーガ行者ゴーラクは，慎重に量って高価な宝石を包んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(繰り返い
achai achai bida na pariba kandha /
lasa tola mola jaya je eka sisaibinda // 1 //
不壊なるビンドゥがあれば，身体は壊れない。
十万トーラー〔の宝石〕が売れて，ひとつのビンドゥが壊れる。＊
＊トーラーは約12g.この行の意味は難解である。原著者も解釈を加
　えていない。
]aisimana upajaitaisakarama karai /
ka忌ma krodha lobha laisamsara sumnam marai // 2 //
心に浮かんだように，行為をなすがよい。
愛欲・怒り・貪欲によって，世間は虚しく滅びる。
　　　　　　　　●　　　＝　　●　　　　　　　＿心＿心gagana sisara achai ambara pamnim /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－172－
（24）
maratam mudham lokam marama na jamnim //3 //
虚空の頂点（ブラフマランドラ「頭頂の孔」）に甘露の水がある。
死んだ愚かな世間は，精髄を知らない。
punima mahila canda jima nan sangai rahanam /
　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●gyamna ratana hari linha paramnam //4 //
望の月のように，女をともにした〔男性の〕状態である。
知恵という宝を奪い去った，生類は。
adi natha nati machindra natha puta /
byanda tolairasile gorasa avadhuta // 5 // // 5 //
アーディナートの孫弟子，マッツェーンドラナートの弟子。
ビンドウを量って護った，遁世者ゴーラクは。
sonam lyau rasa sonam lyau men jatisunari re /
　　　　●　　　＝心　　　　●=心　　　●●=心　　＿dhamani dhamim rasa jammani jammya
　　taba gagana maha rasa miliyare // teka //
金を取れ，甘露という金を取れ，私のジャーティは金細工師だ。
ふいごを吹いて甘露が溜まりに溜まった，すると虚空（頭頂の孔）で偉
　　大なる甘露が得られた。（繰り返い
apaim sonam naiapa sunarimula cakraannitha/
aharaninada naim byanda hathauragatisyum gagana baitha
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//1 //
自身が金で自身が金細工師，根底の輪円（チャクラ）が増蝸。
金床がナーダでビンドゥが金槌，　虚空を玉杓子にしよう。
asai arana nai visai koila sahaja phuka do naliyam /
canda sura dou sami kari rasya apai apa ju miliya // 2 //
不朽の森に炭が散らばっていて，二本の脈管を通してサハジャ〔なる炎〕
　　を吹き起こせ。
月と太陽ふたつを一緒にしておけば，自ずと自己（個我）が得られる。
　　　　　　　　　　　　　－171－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）
rati ka kamma mase kl con rati maim masa corai /
masa cori rahai mase maim ihi bidhi garathaim jorai // 3 //
トウアズキの実の役はマージャーの代用，トウアズキのなかにマージャー
　　を隠せ。
ケツルアズキの中にマージャーを隠し続けろ，こうして手持ちのお金を
　　集めよ。＊
＊トウアズキの実は，かつて重量単位に使われ，約0.1214g.原語masa
　をma§a （「ケツルアズキ」の意味）あるいはma§a （マージャー「重
　量単位で約1.04g.,トウアズキの実８個分の重量」の意味）と理解し
　て，いちおう訳し分けた。語呂合わせになっているようだが，どち
　らの訳を充てたらよいか判然としない。
aradhe sonam uradhai sonam madhye sonam sonam /
tmi sunyam ki rahanim janaim ta ghatipapa na pumnam //4 //
内も金，外も金，真ん中も金，金。
　〔これら〕三つの無い生き方を知れば，罪も徳も生じない。
　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　心　心unamani dandi mana taraiu pavana kiya gadiyamnam /
apai gorasanatha josana baitha taba sonam sahaja samamnam
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//5 //// 6 //
ウンマニー（至高の三昧）を棒に心を秤に〔して〕，気息を６マージャー
　　の錘にした。
ゴーラクナートは自ら量った，すると金はサハジャ〔の状態〕に収まっ
　　た。
jamnanaim josi joonai vicari pahalam purisa kai nan jl // teka //
知者の占星術師よ，見て考えよ，最初に男が〔生じたか〕，
　　それとも女か。（繰り返い
bai nahim tahumvam badala nahim
　　bina thabham babai mandapa raciya /
　　　　　　　　　　　　－170－
（26）
tiham apa upamvana hari jl // 1 //
風なく雲もないところに，尊師は柱なしの神殿を建てた。
そこに，自ら生起する女性がいる。
bapa nahim hotau tihyam baithanarai re mata bala kumvari jl /
pivanaim paudhyao majhau palanaim
　　tiham hum him ja hidolamna hari jl // 2 //
父親がいないときでも存在していた，母なる乙女が。
　〔彼女は〕愛する夫を揺りかごに寝かしつけ，そこでブランコを揺らす
　　女となった。
　　　　＿　●　　　　●心＿●　　　　　　　　　　＿　＿心　　●心　●=＝brahma bisna naim adi mahesvara ye tmyum maim ]aya /
　　　　　　●　　　　　●　　　　　　　　　　●ma tihuvam ni maim ghara gharanim dvaikara mori maya ]1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//3
ブラフマー，ヴィシュヌ，根本のマヘーシュヴァラ，これら三つは，
　　　が生んだ。
//
私
これら三人の家で私は家内であり，〔彼らの〕両手には私のマーヤー
　　（幻力）がある。
ganga jamuna mori satalarire hamsa gavana tulai]1 /
　　　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　●dharani patharanaum naim abha pachevaraum
　　tau bhl sauri na mai jl // 4 //
ガンガー，ヤムナーは私の寝台であり，個我の行方を決めた。
大地，岩，そして水（全世界）は〔私の〕拡がり，それでも敷布には足
　　らない。　＊
＊原語pachevaraumを原著者はpachyoraの変形と解釈しているが辞
　書で確認できないので，原著者の訳に従った。また原語saunについ
　ても同様である。
sandatadi mamjhau janama baditau camvara sambi na sarijl /
　　　　　　　　　　　　　　　　●machindra prasadaim jatigorasa bolya ye tatajoobicarijl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－169－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//5 //// 7 //
挽き臼を引いているうちに生か尽きたが，米をきれいに鴇けなかった。
マッツェーンドラよ，恩恵深い行者ゴーラクは語った，この真実を見て
　　考えよ。
calyo re pamcau bhaila tenaim bana jaila
　　jaham dusa susa namva na janiye // teka //
さあ, 5人の兄弟（5感覚器官）よ，行こう，苦・楽という名前すらな
　　い森に。（繰り返い
setikaraum tau meha bina sukai / banijakaraum tau punji tutai
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//1 //
田畑を耕せば雨がなく乾く。商いすれば財産が崩れる。
astrikaraum to ghara bhanga hveila /
　　mimtra karaum tau bisaharabhaila // 2 //
武器を持てば家が散り散りになる。友情をなせば毒を持つ蛇になってし
　　まう。
juvatai sailaum tau baitharaum haraum /
　　con karaum to pyandaraum bharaum //3 //
博打をすれば積み金を失う。盗みをはたらけば団子で重たくなる。
＊baitharaumをbiraと解釈して訳した。後半のpyandaraumをpin da
と解釈して「団子」の意味にとったが，「身体」の臣もあるので，
「身体が重くなる」とも読める。
bana sanda jamum tau biracha na phalana /
　　nagari maim丿aumtau bhisya na milanam //4 //
森を荒らせば木々に花が咲かない。
　　街に行っても乞食の布施を得られない。
－168－
（28）
bolya gorasanatha machindra ka puta /
　　chari naim maya bhaya avadhuta // 5 // // 8
マッツェーンドラナートの弟子ゴーラクナートは語った，
　　妄）を捨てて遁世者となった。
guradeva syambha deva sarira bhimtariye /
導師は自生の神で身体内におわす。
//
マーヤー（迷
atmam uttimma deva tahi kl na jamnaum seva /
アートマンが最高の神だが，その奉仕を〔誰も〕知らない。
amna deva puji puji imahi mariye // teka //
ほかの神々を拝んで，こうして〔無駄に〕死ぬ。（繰り返い
nave dvare nave natha trbeni出jagannatha
　　dasavem dvari kedaram //1 //
　〔身体の〕９門に９人のナートかおり，三河の合流点（眉間）にジャガ
　　ンナート神かおり，
第10門（頭頂の孔）にケーダールナート（シヴア）神かおる。
joga jugati sara tau bhau tiriye param /
　　kathanta gorasanatha vicaram //2 //// 9 //
ヨーガと理知の本質があれば彼岸に渡れる。ゴーラクナートは思慮深く
　　説く。
manasa men byaupara bamdhau pavana purisa utapanam /
jagyau jogi adhyatma lagau kaya patana maim jamnam //teka //
私の心（意欲）よ，商いを始めよ，気息・プルシャが起きた。＊
目覚めたヨーガ行者はアートマン〔の探求〕に専念した。身体という街
　　に行かなければならない。（繰り返い
　　　＊ここでは「気息」と「プルシャ」が同義として用いられていると考
　　　　えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　－167－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）
ikabisa sahamsa satasam adu pavana purisa japa ｍ盛/
ila pyangula susamana nan ahanisi bahai pranali //1 //
21,600〔回〕ほどの気息・プルシャの念誦の連続　＊
イラー・ピンガラー・スシュムナー脈管のなかを，昼夜，気息が流れて
　　いる。
＊ヨーガ行の観念をもとにして，原著者は，人が一日に行う日常の呼
　吸の回数が21,600〔回〕ほどであり，ヨーガ行者はこれによっでso
　'ham hamsah" （「それが我なり，アートマンなり」の意味）という
　マントラを無意識のうちに行う最高の「命息念誦」「ａ」apa」apa）を
　行っているという観念を表していると解釈している。
satasam sodikavala dala dhara taham basaibrahmacari /
hamsa pavana ja phulana paitha nau sai nadi panihari // 2 //
6弁と16弁の流れ，そこにブラフマチャーリンが住す。
ハンサ鳥（個我）・気息を開花しようと浸入した，水遣りする九百の脈
　　管が。＊
＊「６弁と16弁」は，原著者の解釈によれば，それぞれハタヨーガが
　説く身体内の神経叢で，「６弁」はスヴァーディシュターナ・チャク
　ラ，「16弁」はヴィシュッダ・チャクラを表す。
ganga tira matira avadhu phiri phiri banijam kijai /
aradha bahanta uradhaim lijairavi sasa mela kijai // 3 //
ガンガーの岸辺に西瓜〔がなる〕，遁世者よ，
　　あたりを廻って商いをせよ。
下に流れる流れを上にして，太陽と月を合一せよ。＊
＊「ガンガー」はイラー脈管を，「西瓜」は冴えた智恵を，「上」は頭
　頂の孔を，太陽はピンガラー脈管，月はイラー脈管を象徴している。
canda sura dou gagana biludha bhaila ghora andharam /
　　　　　　　　　　－166－
（30）
panca bahaka jaba nyandra paudhya pragdhya paulipagaram
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//4 //
月と太陽ふたつが虚空に消えて，漆黒の闇となった。
５人の運び人（5知覚器官）が眠りにつくと，城壁の門扉が現れた。
kaya kantha mana jogota sata gura mujha lasaya /
bhananta gorasanatha rura rasau nagari cora malaya
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　//5 // // 10 //
身体はぼろ屑，心はヨーガ行者，正師が私に示してくれた。
ゴーラクナートは説く，〔この教えを〕慎重に保て，街に盗賊が放たれ
　　た。
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